昨年の 或 夜、 予の或 友人、 II 実は 久保田 万 太郎氏 

は 何人 かの 友人と 話して ゐる 時に 「ああ 大和に しあら 

まし かば」 を 暗誦し、 数 行の 後に 胴忘れ をした。 する 

と 或 年下の 友人 は 恰 も それ を 待って ゐ たかの やうに、 

忽ち その 先 を 暗誦した さう である。 抒情詩 人と しての 

薄 田泣董 氏の 如何に 一 代 を 風靡し たかは かう 言 ふ 逸話 

にも 明かで あらう。 しかし 薄 田 氏の 抒情詩 は 「ああ 大 

和に しあら まし かば」 「望郷の 歌」 に 至る 前に 夙に 詩壇 

を 動かして ゐる。 予は 「ゆく 春」 の 世に出た 時 —— 二 

以下 省略。 



条の 大道に 従って 行った。 この 大道 はまつ 直に ラフ ァ 

エル 前 派の 峰 を 登り、 象徴主義の 原野へ 通じて ゐる。 

薄 田 氏 は 予言者 モォゼ の やうに その 原野の 土 を 踏まな 

かった かも 知れない。 けれども 確に 眼底に は 「夕 くれ 

なゐの 明らみに 黄金の 岸」 を 見て ゐ たので ある。 予は 

はくやう きう 

今度 「白 羊宫」 を 読み、 更に この 感を —— 三 以下 省略。 

附録 一 著作 年表 

(ィ) 人 II 薄 田泣董 氏の 明治 三十 年 以来 詩人、 小説 

家、 戯曲 家 等 を 作れる は 枚挙すべからず。 その 主なる 



もの は 下の 如し。 (但し アイ ゥェォ 順) 芥川龍之介。 

II (ィ) 以下 省略。 

(口) 詩 並びに 散文。 —— 明治 二十 九 年 或は 三十 年に 

雑誌 「新著 月刊」 に 「花 密蔵難 見」 を 発表す。 明治 三 

II (口) 以下 省略。 

附録 二 著者 年譜 

(但し 逆 編 年 順) 大正 十四 年 二月、 「泣堇 詩集」 を 上梓 

す。 発行所 大阪 毎日 新聞社。 II 附録 二 以下 省略。 
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